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① 太平洋沿岸から内陸へ

１．生まれた土地をはなれて十勝へ

　江戸時代、十勝地方は松前藩により「トカチ場所」

とされ、藩や商人とアイヌ民族が交易をしていました｡

　17世紀中ごろまではトカチ（＝トカチプト＝浦幌町

十勝太）が交易拠点となっていました。（→ｐ137）

　その後、トマリ（＝ビロウ＝広尾）に拠点が移りま

す。18世紀末には、ここでしばらく暮らす和人が心の

よりどころとして、弁天宮や神社を建てています。

　18世紀末にはヲホツナイ（オホツナイ＝豊頃町大津）

にも、拠点がおかれます。江戸時代末の 19世紀中ごろ

には、大津も発展を見せはじめ、だんだんと和人が移

り住むようになりました。

　明治時代に入ると、大津を拠点にして、多くの和人

が内陸に入っていくことになります。

1855年、トカチ場所にあった和人の施設。もちろん、これ以外にアイヌの人々

の集落（→ｐ126）があった。  （参考：「安政２年杉浦嘉七のトカチ場所絵図」井上寿）

第４章　十勝開拓と川 － １．生まれた土地をはなれて十勝へ

※１　大川宇八郎（おおかわうはちろう）：岩手県出身、明治 10年（1877）に北海道へ。日高地

方で行商をした。明治 12 年（1879）、山ごえで十勝に入り、十勝川を下ってオベリベリ（帯

広）のモチャロクの家に仮住まいした。翌年、日高に帰った後、再び十勝に来た。

※２　宮崎濁卑（みやざきだくひ）：札幌県によるアイヌの人に対する農業指導のために十

勝に来た（→ｐ148）。農業指導は明治 22年（1889）に終わるが、その後も住みつき、

出身地である富山県の人をさそって開拓を続けた。

アイヌの人のところへシカの毛皮を買い取りに来た和人。（上徳善七

が描かせた絵。ただし、上徳善七は明治26年〔1886〕に入植）

（上徳善司氏蔵）

左に書いた入植者たちの入植地。（地図は今のもの）

　明治８年（1875）、十勝の産業（漁業や狩り）と産物を

管理する「十勝組合」ができ、内陸でのシカ狩りがさかん

になります。それを知った和人たちが管理をなくすよう求

めます。勝手に狩りをする（密猟する）和人もいました。

　明治 13 年 (1880)、十勝組合が解散すると各地から和人

ハンターや毛皮商人が来て（密猟も多い）大津は栄えます。

　しかし、とりすぎと大雪によってシカは激減しました。

多くの和人たちは立ち行かなくなって十勝を去りましたが、

十勝に住みついて農業を始めた人もいました。（→ｐ145）

シカ狩りで十勝内陸へ

　明治12年（1879）には、馬場猪之吉がオベリベリ（帯広

市）のアイヌ民族の長であるモチャロクのところに仮住ま

いしたあと、モッケナシ（音更町）に移住しました。

　同じ年、武田菊平が蝶多（千代田：池田町）に、細川繁

太郎が中足寄（足寄町）に移住し、また、明治13年 (1880)

には大川宇八郎がメム（音更町）に移住しています

　さらに、明治15年（1882）には三浦等六が大津から利別

太（池田町）に、細谷十太夫が止若（幕別町）に、また、

明治18年（1885）には宮崎濁卑が伏古（帯広市）に、それ

ぞれ移住しました。

　そして、明治 16年 (1883)、「晩成社」13戸 27人がオベ

リベリ（下帯広村：帯広市）に移住しました。（→ｐ143）

十勝内陸に移住した人々

　　十勝内陸農業のはじまり
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① 太平洋沿岸から内陸へ

※３　松浦武四郎（まつうらたけしろう）：幕末の探検家（→ｐ142）。明治２年（1869）開

拓使蝦夷開拓御用掛（かいたくしえぞごようがかり）、さらに開拓判官（かいたくはんがん）

になるが、翌年、開拓使のアイヌ政策に失望し、職をやめる。

※４　釧路国に（くしろのくにに）：足寄町の利別川にかかる両国橋（りょうごくばし：国

道 241 号）の「両国」は、この橋が十勝国と釧路国をつなぐことから名づけられたという。

　明治のなかばころまでは、十勝内陸部に広い道はありません

（ただし、海岸ぞいの道は江戸時代終わりころからありました）。

　アイヌの人たちにとっては、川が大きな交通路であり、道は

丘や山など、水量の少ないところへ入る時に使われるものでし

た。（その後、開拓が進んだ明治 30年代の和人にとっても、川

は大切な交通路でした： →ｐ175）

　十勝へ来た和人たちが内陸を移動するためには、アイヌの人

たちの丸木舟（チプ）が重要な交通手段になります。多くの移

住者が、この丸木舟の世話になりました（→ｐ129・ｐ143）。

　また、当時の十勝は、ほとんどがうっそうとした森としめっ

た草原でした。初めてやって来た時には、アイヌの人の道案内

なくしては、行きたいところへも行けなかったことでしょう。

　さらに、家だってすぐに建てられるわけではありません。明

治前半に移住した和人の多くは、アイヌの人の家を借りたり、

ゆずり受けたりすることで、人ごこちつけました。

　そのほか、売り物になる毛皮や角を手に入れたり、川魚をも

らったり、とり方を教えてもらったり、畑の手伝いをしてもら

ったりと、アイヌの人たちのおかげでとても助かりました。

チプ（舟）に乗せてもらって内陸へ

　明治２年（1869）、「蝦夷地」が「北海道」と名前を変え、北

海道各地の地名もつけられました。これらは、当時開拓使に勤

めていた、松浦武四郎の考えをもとに決められました。

　十勝は「十勝国」となり、広尾、当縁、中川、上川、河東、

河西、十勝の７郡に分けられ、さらに51の村名がつきました｡

当時、今の陸別町と足寄町の東側は釧路国に入っていました。

　地名は、基本的にアイヌ語の地名や河川名を漢字に当てはめ

たものでした。　（→ 国・郡 ｐ157）（→ アイヌ語地名 ｐ127）

明治２年、十勝に和人による地名がつく

　このころの役場は、日本国から任命された「戸長」が取りし

きるもので、「戸長役場」と呼ばれます。

　明治13年（1880)、大津村に「十勝外四郡戸長役場」が、茂

寄村に「広尾当縁両郡戸長役場」が置かれました。

　どちらも、かつて「トカチ場所」があったころ、交易や漁場

の中心であり、移住する人たちの玄関口となっていました。

　ちなみに「十勝外四郡」とは、十勝郡・中川郡・河西郡・河

東郡・上川郡のことです。　　　　　　　　　　   （→ｐ157）

十勝初の役場は広尾、そして大津に

もう少し細かいこと

　　十勝内陸農業のはじまり　　十勝内陸農業のはじまり　　十勝内陸農業のはじまり … 武田菊平の移住

　武田菊平は、1828年、今の山梨県に生まれました。

　明治に入って函館にわたり、木材業などで成功しま

したが、明治 11 年 (1878)、火災にあって財産を失い

ました。

　次の年、菊平はもう一度立て直そうと十勝にやって

来ます。当時、十勝のシカ皮やシカ角の商売は、かな

り有名だったのです（→ｐ145）。

　十勝にやってきた菊平は、アイヌの人たちとシカ皮

の交易をしながら、かたわらで農業経営を始めたよう

です。場所は蝶多（池田町千代田）でした。

　菊平は、明治16～17年(1883～84）ころには専業農

家となり、およそ６千坪（約２㌶）の畑を開いて、ト

ウモロコシや豆、タマネギなどを栽培しました。

　なお、菊平のもとに入地した鈴木久八の息子さんの

話によると、「武田菊平というのは仮の名で、佐野が

本当の姓」だということです。

　菊平の農場には、晩成社の鈴木銃太郎も見学に来て

います。菊平の農場が、和人による十勝内陸農業の始

まりといっていいでしょう。

　武田菊平は、明治18年 (1885）に、58歳でその生涯

を終えています。十勝に来て７年目のことでした。

（左）明治時代の「蝶多村」。 （右）平成時代の千代田。

今の千代田（池田町）の

ようす。

（２枚の地図は国土地理院所蔵・刊

行の1/5万地形図〔止若・十勝池田〕

を使用）

武田菊平は山梨で生まれ、函館で火事にあったあと、十勝にきた。

広尾町

大樹町

中札内村

帯広市

幕別町
芽室町

浦幌町

忠類

更別村

豊頃町

宮崎濁卑（伏古）

馬場猪之吉（モッケナシ）

大川宇八郎（メム）

細谷十太夫（止若）

三浦等六（利別太）

武田菊平（蝶多）

晩成社（オベリベリ）

細川繁太郎（中足寄）

大津

ヲシラヘツ（音調津）

ヲナヲヘツ（ヲナヲベツ）
ビホロ（美幌）

ビロウ（広尾）

ラッコ（楽古）

アヱホシマ（小紋別）

アヱホシマ（相保島）

トウブヰ（当縁）

ヲンネナイ（オンネナイ・晩成）

ユウト（湧洞）

チヨブシ（長節）

ヲホツナイ（大津）

トカチ（十勝太）

ヲコッヘ（オコッペ）

0 20㎞

帯広市

幕別町

音更町
池田町

足寄町

十
 勝
 川
 →

十
 勝
 川
 →

山梨県山梨県

函館函館 十勝十勝

山梨県

函館 十勝

十 

勝 

川 

↓

た け   だ   き く へ い

た け   だ   き く へ い

た け   だ   き く へ い しょうがいさ い

お

か り

せ い

さ      の

き く へ い

き く へ い

き く へ い

き く へ い

き く へ い

き く へ い わ   じ ん

ば ん せ い し ゃ す ず   き  じゅう  た   ろ う

む す   こ

か つ ぼ

さ い ば い

せんぎょうのう

こ う え き のうぎょうけ い え い

ちょう た い け  だ  ちょう  ち     よ     だ

（チエオタ）

づ の

や ま な し け ん

め い   じ は こ だ て も く ざ いぎょう

か   さ い ざ い さ ん

た け だ き く へ い

め い じ じ だ い ち ょ う た む ら へ い せ い じ だ い ち よ だ

ち よ だ い け だ ち ょ う

やまなし

やまなしけんやまなしけん

はこだてはこだて

やまなしけん

はこだて

た け    だ    き  く  へ い い    じゅう

はこだて

め い  じ

え     ど    じ  だ い

お か

かい たく わ   じ ん

わ   じ ん い  ど う

ま る  き  ぶ ね こう つう しゅ だん

ま る  き  ぶ ねじゅうしゃ

いじゅう わ   じ ん

つ の

い

ふ ね

え     ぞ     ち

と かちのくに ひ ろ  お とう ぶい なか がわ かみ かわ か  と う

か  さ い と  か ち ぐ ん

りくべつちょう あしょろちょう くし ろ のくに ※４

※３

き  ほ ん てき

く に ぐ ん

にん めい

お お  つ  むら

よろ むら

ば  しょ

い じゅう げん かん ぐち

こう えき ぎょ   ば

（ぎょじょう）

もと  か ち ほか よん ぐん  こ ちょう や く ば

と  か ち ほか よん ぐん と  か ち ぐん なか がわ ぐん か  さ い ぐん

とう ぐん かみ かわ ぐん

か

こ ちょう

こ ちょう や く ば

ひ ろ  お   とう ぶいりょうぐん こ ちょう や く ば

よ

か  せ ん めい

（とうべり）

かい たく   し

まつ うら  たけ  し  ろう

つ と

わ   じ ん

ひ ろ   お お お   つ


